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東日本高速道路(株)東北支社発注の東北自動車道八幡平橋補修工事の内，八幡平橋下り線（以下，本橋）における

NSRV 工法による桁端遊間狭隘部の塩害補修工事について報告する. 図-1に本橋の側面図，図-2に桁端部断面図（A2）を

示す．本橋は橋長 408.3mのPC3径間連続ラーメン箱桁橋であり，伸縮装置部から凍結防止剤を含有する漏水が発生し，

桁端部の端面，側面および底面に塩害

劣化が生じていた. そこで，同路線の近

隣橋梁での床版取替工事により上り線

が対面通行となることから，下り線の

全面通行規制後，図-3 に示す施工フロ

ーの通り，工事用車両の通行路を確保

するため 1 車線ずつの分割施工として，

昼間作業で桁端部の断面修復を行っ

た．本橋の桁端部桁高は4.0m（A1，A2
共通）であり，過去の施工実績におけ

る最大値と比較して 2 倍程度高く，橋面

からのウォータージェット（以下，

WJ）によって桁端コンクリートをはつ

る際，ノズルヘッドのブレによる桁下

端近傍でのはつり出来形の精度不足が

生じる懸念があった．そこで，新型ノ

ズルヘッドの採用等の改良を行い，施

工した． 
 

成果 

 
 

  １．本工事におけるＷＪの改良 
図-4 に示すように X-Y 移動式コンクリート除去処理

装置に鉛直方向推進装置（Z 軸方向）を取り付けた装

置に超高圧水発生装置 2 台を接続し,WJ によるはつり

作業を行った．ノズルヘッド部周辺を写真-1 に示す．

ノズルヘッド位置の制御を目的に，2穴 1 組で噴流を衝

突させるともに，両組をお互いの反力を消しあうよう

な配置とした 4 穴ノズルヘッドを新規製作した．さら

に，機械の剛性向上やあそびの調整，Z 軸のセット方

法の簡略化および飛散ブース形状変更による低重心化

等を行い，新型ノズルヘッドを使用して施工した．そ

の結果，桁下端近傍を含めて目標深さ 70mm に対し

て，はつり精度が確保できた．また，従来施工では，

非補修対象面となるパラペット側のはつり防止のた

め，鉄板養生を実施してき

た．新型ノズルヘッドの採用

に加え, ノズル・シャフトへ可

動式小型鉄板の設置により，

鉄板養生を不要とすることで

施工の合理化を図った． 
２．施工完了状況  
上記の対応により効率的か

つ良好に施工を行うことがで

きた. 塩分吸着剤混入タイプの

断面修復完了後の状況を写真-2
に示す．本稿が今後の同種工事

の参考となれば幸いである．  
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図-1 本橋の側面図 

   
図-2 桁端部断面図例（A2）      図-3 NSRV 工法の施工フロー 
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   本実験では，せん断鋼棒実物大試験体を作製し，リパッシブ工法（以下，本工

法）で使用する充填材料および機材を用いて，下方向注入区間の先流れによる充

填不足の発生に関して検討を行った． 
本報告で対象とするせん断鋼棒の設置角度は主鋼棒や横締め鋼棒と比較して大

きいため，下方向注入区間では先流れによる充填不足が発生しやすいと考えられ

る．本工法では，上述の先流れによる充填不足を極力少なくするため，図-1 に示

すようにウェブの上部および下部において 2 か所の削孔を行い，排気および補修

材排出による充填確認用の高弾性チューブ（以下，チューブ）を，前者で下方

向，後者で上方向へ挿入し，前者から注入する方法を標準としている． 
本実験の結果，せん断鋼棒の下方向注入区間では充填不足の発生が懸念される

ような補修材の先流れは回避できないが，下方向注入区間を小さくすることで，

同区間の充填不足の低減に寄与することが確認できた． 

実物大試験 
   １． 実物大試験概要 
図-2 に示すように，試験体は全長 4m とし，

シース内径と鋼棒外径の差がφ32mm 鋼棒の場

合の 6mm と同条件となるように，シースの代わ

りに内径 41mm の透明塩ビ管，鋼棒の代わりに

φ35mm の塩ビ丸棒を使用した．試験要因は，

鋼棒の設置角度（90°または 45°）と下方向注

入区間長（1200mm または 2800mm）とした． 
なお, 図-2 の No.1 および No.2 の

試験体（以下，No.1，No.2）は，

下方向チューブ挿入長が長く挿入確

実性が確保できないため，実施工で

は適用範囲外となり，シース下端部

の排気が確保された条件で下方向注

入区間長が大きい場合を想定したデ

ータ取得のための試験体と位置づけ

られる． 
２． 試験結果 
2.1  下方向注入区間の先流れ状況 

図-3 に示すように，斜鋼棒では，シース内に挿入したチューブに沿った先流れ

（No.1），断面の天側に充填不足の発生が懸念される先流れ（No.3）等が生じ

た．鉛直鋼棒 No.2 では， 透明塩ビ管と塩ビ丸棒との隙間が大きい側の先流れ等が

生じ，せん断鋼棒の下方向注入では充填不足の発生が懸念されるような補修材の

先流れは回避できない． 
2.2 硬化後の充填不足発生状況 
図-4 に示すように，No.1，No.2 ともに幅 10mm 程度の軸方向に連続した充填不

足が生じ，No.1 では断面の天側に発生位置が集中した．実構造物ではシース内面

に凹凸があるため，このような充填不足は不連続化され，低減が期待される．

No.3 は充填不足が確認されず，少なくとも下方向注入区間長を小さくすること

が，同区間の充填不足の低減に寄与することが確認された． 
先流れのない上方向注入区間では，No.1 および No.2 の一部に下方向注入区間と

同程度の充填不足が生じた．また No.1 および No.2 において下方向注入区間と上

方向注入区間で発生した充填不足の形状や大きさに有意な差がない．以上から，

本試験の範囲では，下方向注入区間長において補修材の先流れは回避できないも

のの，硬化後に生じる充填不足は軽微と判断された． 

 
KKeeyy  WWoorrddss：せん断鋼棒，グラウト再注入，先流れ，高速道路，箱桁 

  
 

 
図-2 実物大試験体の概要図 
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図-4 硬化後の充填不足状況 
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図-3 下方向注入区間の先流れ状況例 
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図-1 本工法の標準施工方法 
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